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引
き
続
き
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
家
な
ど
へ
の
対
策

　
現
在
、「
瀬
戸
内
市
空
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
の
全

面
施
行
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
８
月
25
日
に
は
、
条
例
に
基
づ

き
、
法
律
、
不
動
産
、
建
築
関
係

の
専
門
家
、
ま
た
地
域
で
空
家
活

用
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
「
第
１
回
瀬
戸

内
市
空
家
等
対
策
協
議
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
で
は
、
瀬
戸
内
市
の

空
家
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
と
も
に
、
空
家
対
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
の
「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
骨
子

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、こ
の
計
画
の
具
体
策
、

ま
た
放
置
す
れ
ば
倒
壊
な
ど
の
お

　
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て

発
生
し
た
「
九
州
北
部
豪
雨
」
で

は
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
り
多

く
の
方
が
そ
の
犠
牲
と
な
り
、
改

め
て
近
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
の
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方

や
関
係
者
の
方
々
に
は
、
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
は
、
９
月
１
日

を
「
瀬
戸
内
市
家
族
防
災
会
議

の
日
」、
そ
の
日
を
含
む
１
週
間

を
「
防
災
週
間
」
と
制
定
し
、
各

家
庭
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
と
し

て
、
８
月
お
よ
び
９
月
の
広
報
紙

で
気
象
情
報
や
自
助
・
共
助
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
８
月
１
日
に
は
水
害
を

そ
れ
な
ど
危
険
な
状
態
に
あ
る
空

家
、
い
わ
ゆ
る
「
特
定
空
家
」
の

認
定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
今
年
度
末
の
「
空
家
等
対

策
計
画
」
の
策
定
を
目
指
し
て
い

く
予
定
で
す
。

住
民
票
・
証
明
書
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
課
税

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導

入
に
向
け
、
地
方
公
共
団
体
情
報

     Adm
inistrative  Report

   
行
政
報
告

用
語
の
解
説
・
備
考

君
と
１
０
０
回
目
の
恋

　

岡
山
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
、

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
映
画
（
主

演
：
ｍ
ｉ
ｗ
ａ
さ
ん
と
坂
口
健

太
郎
さ
ん
）。
牛
窓
が
ス
ト
ー

リ
ー
に
欠
か
せ
な
い
シ
ー
ン
の

ロ
ケ
地
に
な
り
、
多
く
の
市
民

も
エ
キ
ス
ト
ラ
で
参
加
し
た
。

想
定
し
た
職
員
の
防
災
研
修
を
実

施
し
、
災
害
対
策
本
部
に
お
け
る

指
揮
・
命
令
な
ど
非
常
時
の
公
助

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
８
月
21
日
に
市
内
の
小

中
学
校
の
教
頭
、
事
務
局
職
員
の

合
同
研
修
と
し
て
、
学
校
現
場
で

の
防
災
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

観
測
史
上
最
大
級
と
も
い
え

る「
九
州
北
部
豪
雨
」を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
予
想

も
つ
か
な
い
集
中
豪
雨
は
、
瀬
戸

内
市
に
お
い
て
も
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
市
役
所
に
お
い
て

は
職
員
一
人
一
人
が
公
助
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
い
て
は
自
主
防
災
組
織
で

の
共
助
の
取
り
組
み
、
ま
た
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
い
て
は
自
宅
周
辺

で
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
得

る
の
か
確
認
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
自
助
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

市  

長  

か  

ら

平
成
29
年
９
月
市
議
会
定
例
会
が
９
月
６
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
機
構
に
申
し
込
み
を
行

い
、
現
在
、
電
算
業
者
が
仕
様
に

沿
っ
て
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
シ
ス
テ
ム
確
認
試
験
、

業
務
運
用
試
験
、
実
店
舗
試
験
な

ど
を
行
い
、
平
成
30
年
１
月
中
旬

か
ら
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
開
始
で
き

る
予
定
で
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
各
種
手
数
料

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
窓
口
で
の

手
数
料
よ
り
も
１
０
０
円
安
く
設

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
推
進
す
る
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
が
、
住
民
が

自
ら
の
操
作
で
証
明
書
を
取
得
す

る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
、
市

役
所
窓
口
で
の
証
明
書
交
付
よ
り

も
有
利
な
手
数
料
設
定
を
推
奨
し

て
い
る
こ
と
、
す
で
に
コ
ン
ビ
ニ

交
付
を
導
入
し
て
い
る
全
国
自
治

体
の
状
況
な
ど
も
勘
案
し
設
定
し

た
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
（
仮

称
）
の
設
立

　
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
世
界
遺

産
登
録
の
推
進
母
体
と
な
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
設
立
に
向
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
設
立
準
備
委
員
会
の
第
１
回
を

７
月
５
日
に
、
第
２
回
を
８
月
24

日
に
開
催
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理

事
候
補
者
や
組
織
体
制
、
両
園
を

含
め
た
事
業
費
負
担
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
具
体
化
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
24
日
に
裳
掛
地
区

で
第
１
回
の
地
元
説
明
会
を
開
催

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
役
員
、

定
款
お
よ
び
予
算
な
ど
を
具
体
化

し
、
11
月
中
に
設
立
総
会
を
開
催

し
、
年
度
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
証

決
定
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

新
火
葬
場
の
整
備

　
地
権
者
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
会

を
７
月
20
日
に
敷
井
公
会
堂
で
開

催
し
、
基
本
計
画
書
お
よ
び
今
年

度
に
実
施
す
る
測
量
な
ど
の
概
要

を
説
明
し
、
所
有
地
へ
の
立
ち
入

り
に
つ
い
て
承
諾
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
当
日
会
議
に
出
席

で
き
な
か
っ
た
人
に
は
、
自
宅
な

ど
を
訪
問
し
、
会
議
内
容
を
報
告

し
、
所
有
地
へ
の
立
ち
入
り
の
承

諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岡
山
市
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

７
月
14
日
に
「
岡
山
市
・
瀬
戸
内

市
新
火
葬
場
整
備
推
進
検
討
会

議
」
を
、
８
月
25
日
に
「
担
当
者

会
議
」
を
開
催
し
、
広
域
連
携
の

状
況
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

広
域
連
携
の
手
法
な
ど
を
協
議
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

飯
倉
公
館
活
用
対
外
発
信
事
業

　
８
月
２
日
に
首
脳
会
談
や
外
相

会
談
の
ほ
か
、
各
種
会
議
や
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
、
対
外
的
な
交
流

活
動
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
る
外
務
省
の「
飯い

い
く
ら倉

公
館
」で
、

各
国
の
駐
日
大
使
や
関
係
者
を
招

き
、
岡
山
の
魅
力
を
発
信
す
る
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
方
創
生
支
援
の
一

環
と
し
て
、
各
県
の
伝
統
文
化
や

地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
発
信
、
観

光
客
誘
致
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
外
務
省
と
岡
山
県

共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
第
１
部
で
開
催
さ
れ
た

岡
山
の
魅
力
発
信
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
日
本
の
伝
統
的
な
工
芸
品
で

も
あ
り
、
日
本
刀
の
産
地
と
し
て

瀬
戸
内
市
が
世
界
に
誇
る
「
備
前

刀
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
か
ら
、
市
と

し
て
も
セ
ミ
ナ
ー
や
ロ
ビ
ー
で
の

展
示
・
実
演
に
協
力
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
各
国
の

日
本
大
使
館
関
係
者
や
海
外
プ
レ

ス
な
ど
の
人
、
企
業
関
係
者
な

ど
85
の
国
と
地
域
な
ど
か
ら
約

３
３
０
人
に
も
及
ぶ
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
日
本
刀
の
聖
地
「
瀬
戸

内
市
長
船
」
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
国
内
外
に
対
し

て
、
備
前
長
船
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
た
こ
と
で
、
よ
り
強
い
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

セ
ト
フ
ェ
ス
の
開
催

　
Ｋキ

レ

イ

ｉ
ｒ
ｅ
ｉ
な
モ
ノ
・
コ
ト
・

ト
コ
発
見
発
信
事
業
と
し
て
開
催

を
予
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ

Ｅ
Ｔ
Ｏ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
（
セ
ト
フ
ェ

ス
）」
に
つ
い
て
は
、
市
観
光
協

会
や
市
商
工
会
、
農
協
、
漁
協
、

牛
窓
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
と

「
瀬
戸
内
市
魅
力
発
見
発
信
事
業

実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
今
年

10
月
29
日
（
日
）
に
牛
窓
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
セ
ト
フ
ェ
ス
は
牛
窓
を
中
心
に

撮
影
さ
れ
、
今
年
の
２
月
に
公
開

さ
れ
た
映
画
「
君

※

と
１
０
０
回
目

の
恋
」
に
登
場
す
る
架
空
の
イ
ベ

ン
ト
を
模
し
た
も
の
で
、
ス
テ
ー

ジ
で
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル

シ
ェ
な
ど
の
内
容
に
な
り
ま
す
。

　
セ
ト
フ
ェ
ス
で
の
情
報
発
信
を

通
し
て
瀬
戸
内
市
の
有
す
る
優
れ

た
地
域
資
源
を
伝
え
、
ま
た
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
市
の
認
知

度
・
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
り
、

観
光
客
数
お
よ
び
地
域
消
費
額
の

増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

住民票などのコンビニ交付を利用するには、マイ
ナンバーカードが必要です（本紙８ページ参照）

日本刀の展示

会場となる牛窓ヨットハーバー

セミナーで「瀬戸内市長船」をＰＲ
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有
害
鳥
獣
対
策
の
活
動

　
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
対

策
に
取
り
組
む
た
め
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
１
名
が
、
７
月
１
日
か

ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、市
の
補
助
事
業
に
加
え
、

国
、
県
の
補
助
事
業
の
積
極
的
活

用
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果

的
、
機
動
的
な
対
応
策
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
最
近
は
、
人
里
に
近
い
場

所
で
の
有
害
鳥
獣
の
目
撃
情
報
も

多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
ま
で
あ
ま
り
実
施
し
て
い

な
か
っ
た
生
息
域
な
ど
の
調
査
研

究
に
も
取
り
組
み
、
よ
り
有
効
な

対
策
に
つ
な
げ
、
合
わ
せ
て
、
有

害
鳥
獣
の
行
動
や
習
性
な
ど
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
習
得
も
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
や
集
落

へ
出
向
い
て
の
説
明
会
の
開
催
も

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
駆
除
班
の
皆
さ
ん

の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ

り
一
層
の
鳥
獣
被
害
の
減
少
に
つ

な
が
る
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

　

本
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
全
国
調
査
が
小
学

校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
の
国

語
、
算
数
・
数
学
の
２
教
科
を
、

県
調
査
は
拡
充
さ
れ
小
学
校
３
年

生
か
ら
５
年
生
、
中
学
校
１
年
生

を
対
象
に
国
語
、
算
数
・
数
学
の

２
教
科
を
、
中
学
校
２
年
生
は
国

語
、
数
学
、
英
語
の
３
教
科
を
、

市
独
自
の
調
査
は
県
調
査
の
拡
充

に
伴
い
中
学
校
１
年
生
の
社
会
、

理
科
の
２
教
科
に
つ
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
全
国
調
査
に
つ
い

て
は
、全
国
、県
に
比
べ
両
学
年
、

教
科
と
も
平
均
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
お
よ
び
市
の
調
査
に
つ

い
て
は
、
概
ね
目
標
値
と
同
程
度

以
上
で
す
が
、
一
部
学
年
の
教
科

で
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
習
状
況
調
査
で
は
、
学
習
面

に
お
い
て
は
、
自
分
で
計
画
を
立

て
て
家
庭
学
習
を
し
て
い
る
児
童

生
徒
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
面
に
お
い
て
は
、
家
庭
で

ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
や
携
帯
電

話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
時

間
が
少
な
い
児
童
生
徒
は
、
正
答

率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
児

童
生
徒
の
学
力
面
と
生
活
面
の
実

態
や
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
各

学
校
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み

や
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
指

導
を
進
め
る
上
で
、
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
を
真し

ん
し摯
に
捉
え
、
教
師
の

授
業
力
と
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲

の
向
上
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備

　
邑
久
中
学
校
北
棟
大
規
模
改
造

工
事
は
、
８
月
初
旬
に
仮
設
校
舎

へ
の
引
っ
越
し
も
終
わ
り
、
平
成

30
年
度
の
完
成
に
向
け
て
、
本
格

的
に
本
体
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
等
先
進
的
Ｃ

Ｏ２

排
出
削
減
対
策
モ
デ
ル
事
業
に

よ
る
小
中
学
校
の
省
エ
ネ
型
空
調

設
備
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
夏
季
休
業
期
間
に

牛
窓
中
学
校
と
長
船
中
学
校
の
改

修
を
終
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
学
校
お
よ
び
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
夏
季
休
業
期

間
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、
学

校
教
育
活
動
へ
の
影
響
に
配
慮
し

な
が
ら
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
事
故
や
け
が
の
無
い
よ
う

安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

邑
久
学
校
給
食
調
理
場
の
業
務
委
託

　
更
新
が
必
要
だ
っ
た
邑
久
学
校

給
食
調
理
場
の
炊
飯
器
に
つ
い
て

は
、
夏
季
休
業
期
間
に
整
備
を
行

い
、
２
学
期
以
降
の
米
飯
委
託
の

回
数
を
現
在
の
週
３
回
か
ら
２
回

と
し
、
１
回
を
調
理
場
で
炊
飯
す

る
計
画
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
見
据
え
、
臨
時
調
理
員

を
確
保
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
賃

金
単
価
の
見
直
し
も
図
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

で
の
求
人
を
引
き
続
き
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
炊
飯
器
稼
働
を
含

め
た
最
低
必
要
人
数
が
確
保
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
週

３
回
の
炊
飯
業
務
委
託
に
つ
い
て

は
２
学
期
以
降
も
継
続
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
中
に
退
職
者
の

予
定
も
あ
り
、
今
後
も
さ
ら
に
安

全
・
安
心
で
安
定
的
な
給
食
の
提

供
の
た
め
の
調
理
員
の
確
保
が
難

し
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
は
邑
久
学
校
給

食
調
理
場
の
調
理･

配
送･

洗
浄

業
務
に
つ
い
て
民
間
委
託
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 30 年度の完成に向けて進む
邑久中学校北棟大規模改造工事

捕獲されたシカ

巻
之
百
二
十
九

戦
後
の
写
真
界
を
リ
ー
ド
し
た

一
員

・
緑
川　

洋
一

で
表
現
し
て
い
る
の
は
驚
く
べ
き

こ
と
で
す
。

　
１
９
５
０
年
代
か
ら
、
鳴
門
の

渦
潮
を
夜
間
の
長
時
間
露
出
で
写

し
た
モ
ノ
ク
ロ
の
作
品
な
ど
を
皮

切
り
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
制

作
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
第
38

回
二
科
展
に
お
い
て
、
西
大
寺
観

音
院
本
堂
に
ひ
し
め
く
裸
の
集
団

を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
撮
影
し
た

「
西
大
寺
観
音
院
会え

よ
う陽
」
は
二
科

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
写
真
家
と

し
て
大
き
な
評
価
を
得
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
撮
影
旅
行
で
訪
れ
た

北
欧
で
は
、
海
辺
に
並
ぶ
、
彩
り

豊
か
に
塗
り
分
け
ら
れ
た
家
々
を

見
て
、
一
つ
の
画
面
に
何
色
も
の

光
の
き
ら
め
き
を
写
し
取
る
色
彩

表
現
の
着
想
を
得
ま
し
た
。

日
本
の
自
然
美
へ
着
目

　
被
写
体
と
し
て
日
本
ほ
ど
変
化

の
あ
る
自
然
と
風
土
、
そ
の
繊
細

な
自
然
の
う
つ
ろ
い
は
他
の
国
に

は
無
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た

緑
川
は
、
日
本
の
風
景
写
真
を
志

七
色
に
輝
く
瀬
戸
内
海
が

自
然
の
原
風
景

　
緑
川
が
幼
少
か
ら
親
し
ん
だ
瀬

戸
内
海
は
、
自
然
の
原
風
景
で
あ

り
、
鋭
敏
な
色
彩
へ
の
感
受
性
を

培
っ
た
の
も
七
色
に
輝
く
海
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
緑
川
が
追
い
求
め
た
の
は
、
写

真
に
し
か
で
き
な
い
全
く
新
し
い

表
現
と
、
幼
少
よ
り
培
わ
れ
た
豊

か
な
色
彩
感
覚
に
よ
り
感
受
さ
れ

る
も
の
を
表
現
す
る
独
自
の
色
な

の
で
し
た
。

　
独
自
の
対
象
の
見
方
と
表
現
に

よ
っ
て
創
り
あ
げ
た
世
界
に
は
、

叙
情
性
と
と
も
に
写
真
に
よ
る
表

現
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
実
験
か
ら
生
ま
れ
た

　

緑
川
洋
一
（
１
９
１
５-

２
０
０
１
）
は
邑
久
町
虫
明
出
身

の
写
真
家
で
、
作
品
は
イ
ギ
リ
ス

の
ビ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
美

術
館
や
東
京
都
写
真
美
術
館
な
ど

に
永
久
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
在
学
中
、
趣
味
の
模
型
飛

行
機
の
制
作
を
通
し
て
写
真
に
出

会
い
、
歯
科
業
の
か
た
わ
ら
写
真

誌
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
選
を
重
ね

ま
し
た
。

　
緑
川
は
岡
山
在
住
で
あ
り
な
が

ら
、
植
田
正
治
な
ど
戦
後
の
写
真

界
を
リ
ー
ド
し
た
写
真
家
た
ち
と

の
交
流
を
続
け
、
そ
の
一
員
と
し

て
活
発
に
作
品
を
発
表
し
て
い
き

ま
し
た
。

向
し
て
い
き
ま
す
。

　
自
然
の
風
景
や
四
季
の
移
り
変

わ
り
を
、
多
重
露
光
を
使
っ
た
独

特
な
技
法
で
撮
影
。
カ
ラ
ー
フ
ィ

ル
タ
ー
を
使
い
表
現
し
た
七
色
の

波
の
き
ら
め
き
、
長
時
間
露
出
に

よ
り
映
し
留
め
ら
れ
た
光
の
軌

跡
、
特
殊
撮
影
に
よ
り
展
開
さ
れ

る
現
実
に
な
い
光
景
な
ど
、
大
胆

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
自
然
の
風
景

は
写
真
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
作
品
群
は
、
緑
川
洋
一

の
代
名
詞
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
10

月
21
日
か
ら
「
緑
川
洋
一
展

－

山

紫
水
明

－

」
を
開
催
し
ま
す
（
本

紙
12
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
こ
の
展
示
で
は
、
緑
川
が
た
ど

り
着
い
た
日
本
の
自
然
美
を
中
心

と
し
た
作
品
を
紹
介
す
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

緑川洋一氏

教
育
長
か
ら

独
自
の
世
界

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
画

像
編
集
ソ
フ
ト
が
一
般
的

で
な
い
当
時
か
ら
、〝
魔

術
的
〞
と
も
い
わ
れ
る
高

い
撮
影
技
術
と
現
像
技
術

に
よ
っ
て
、
す
べ
て
自
力

「父島の海－小笠原国立公園－」


